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本システムを安定的に運用するための体制について、本市および広域圏の業務実態を踏
まえ、以下の項目について具体的に提案してください。

１．保守・運用支援体制の概要
■ サポート窓口
　記載内容：受付時間、窓口の形態（電話・メール・Web）、マニュアルの提供形式
（電子、冊子、更新頻度）等について記載ください。

■拠点の場所
記載内容：サポートセンターや担当部署の所在地を記載ください。

■対応までの時間
　記載内容：問合わせ受領後、いつまでに一次回答を行うかの目安を記載ください。
記載例　：問い合わせから2時間以内に一次回答（調査状況の報告等）を行います。

■現地対応まで要する時間
記載内容：リモートで解決できない場合、どのくらいの時間で本市へ駆けつけら
れるか記載ください。
　記載例　：リモートでの解決が困難な重大障害が発生した場合、要請から原則2時間
以内（翌営業日以内）に貴社職員が本市または広域圏の各拠点へ訪問し、
復旧作業にあたります。

■要員配置数
記載内容：保守体制を記載ください。
記載例　：窓口担当者：3名（ヘルプデスク専任スタッフ）
システム担当者（SE）：5名（開発・技術支援）


２．法改正・制度改正への対応方針
　各対応方針（費用負担、アップデート時期の決定方法）等を記載してください。
　　■法改正時の対応方針
　　　記載内容：国の方針決定からシステム反映までの流れと費用負担を記載ください。
記載例　：法改正施行の少なくとも1ヶ月前までにアップデートを実施。
標準機能の範囲内の法改正対応については、保守料金内（無償）にて対応。


　　■制度改正による変更時の対応方針
　　　記載内容：法改正以外の公的な制度変更への対応を記載ください。
　　　記載例　：省庁等の通知に基づく制度改正については、標準アップデートにて対応。

　　■本市独自の変更時の対応方針
記載内容：カスタマイズ要望についての対応と費用について記載ください。
記載例　：独自カスタマイズや、帳票の追加等については、聞き取りを行ったうえで、
[bookmark: _GoBack]　　　　　 対応の可否を判断。費用についても別途相談となります。

３．運用支援・教育研修
導入初期の研修や、決算・予算時期等の繁忙期におけるサポート内容を記載してください。

■操作研修の実施計画
　　　記載内容：誰に対して、いつ、どのような形式で研修を行うか記載ください。

■繁忙期支援（決算時期等の重点サポート体制、QA対応の強化等）
記載内容：決算・予算時期については通常よりもQA対応を増員するなど体制を強化
する。

■情報共有（他自治体での活用実績の提供、機能要望の受付体制等）
　　
４．情報セキュリティおよびデータ管理体制
情報の取り扱い、およびバックアップ・BCP対策について記載してください。

■情報セキュリティ等の対策（機密情報保持に関する対策、作業ログの提出等）
　記載内容：認証取得やログ管理、個人情報保護の取り組みについて記載します。

■データバックアップ（物理的・地理的な分散管理の有無等）
記載内容：バックアップの頻度や場所（地理的分散）を記載ください。

■災害対策（大規模災害時におけるデータ復旧目標、代替運用の提案等）
記載内容：目標復旧時間や、被災時の代替運用について記載ください。
